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あい ホールディングス株式会社
証券コード：3076

2022年6月期(第16期)
決算説明資料
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第16期(2022年6月期)通期連結業績・予想

’21/6 ’22/6 ’23/6

（百万円）101.8％
104.3％

109.8％

132.0％

予想
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株主還元として増配を実施

22/6期、期初予想より10円増配し、期末配当25円→35円（通期60円）。

23/6期はさらに通期で15円増配し、通期75円の配当予想。

配当性向44.4％へ。

決算期 中間 期末 通期 前年比 配当性向

’21/6 22円 23円 45円 － 36.3％

’22/6 25円 25円
35円

50円
60円 ＋15円 36.7％

’23/6予 35円 40円 75円 ＋15円 44.4％
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主要事業会社と事業内容

セキュリティ機器

カード機器

鉄骨CADシステム

情報機器

計測機器

耐震診断、構造設計

㈱ドッドウエル ビー・エム・エス

グラフテック㈱



5

単位：百万円
（百万円未満切り捨て） ’20/6 ’21/6 ’22/6 前年比

セキュリティ機器 5,112 5,286 5,504 104.1％

カード機器及びその他事務用機器 697 491 899 182.8％

情報機器 1,354 3,236 2,628 81.2％

設 計 341 149 319 213.7％

連 結 7,596 9,447 9,850 104.3％

主要セグメントの営業利益

グループ連結で過去最高益を達成。セキュリティ機器は賃貸向け含むマンションのリプレースを順調に
獲得し過去最高益更新。情報機器は半導体その他の部品不足と物流費の高騰により減益となるが、カー
ド機器及びその他事務用機器、設計はどちらもコロナ影響から回復し増益に貢献。
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売上高
12,818 

13,499 13,970 

営業利益
5,286 

5,504 5,700 

'21/6 '22/6 '23/6

セキュリティ機器事業

104.1％

概況

・マンション向けは、６年前に大量受注した賃貸マンション向けが更新期を迎え、分譲・
賃貸とも着実にリプレースを取り込むことで増益。

・一般法人向けは、設備投資意欲の陰りが残るも堅調に推移

（百万円）

予想
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売上高
3,742 

4,036 

3,280 

営業利益
491 

899 950 

'21/6 '22/6 '23/6

カード機器及びその他事務用機器事業

概況

・カード機器事業、鉄骨CAD事業ともに、新型コロナウイルスの影響より回復が見られ増益。

・米国のカード発行機メーカーであるNBSテクノロジーズの株式を売却したことにより、
23/6期の売上が減少。（売上9億円 営業利益38百万円）

（百万円）

予想

182.8％
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売上高
19,309 

17,832 
18,640 

営業利益
3,236 2,628 2,740 

'21/6 '22/6 '23/6

情報機器事業

概況

・個人向けカッティングマシン事業は、世界的な半導体その他の部品不足、サプライチェー
ンの逼迫による物流費の高騰の影響を大きく受ける。

・業務用カッティングマシンは、コロナ影響からの戻りも取り込み好調に推移。

（百万円）

予想

81.2％
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Silhouette社の実績・計画

売上高
124,533 

93,401 

119,000 

151,000 

188,000 

234,000 

営業利益
27,059 

16,500 
24,000 

33,000 
41,000 

'21/6 '22/6 '23/6 '24/6 '25/6 '26/6

（×1000US$）

52.7％

予想

Silhouette Japan、Silhouette Europeを設立し、ヨーロッパ、アジア地域でも販売を拡大。

■欧州でのリテール、オンライン市場への本格参入。
■収益性重視の拡販、高付加価値モデルでの販売戦略。
■各エリアでのマーケティング強化、需要創造により販売拡大。

計画 計画 計画

26/6期に売上300億円へ

概況



10

設計事業

（百万円）

概況

売上高
4,299 

4,786 4,930 

営業利益
149 

319 330 

'21/6 '22/6 '23/6予想

213.7％

・新型コロナウイルスの影響からの回復が見られ増益。今期も同水準の利益を計画。
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資 産 の 部
2021年
6月30日

2022年
6月30日 負 債 の 部

2021年
6月30日

2022年
6月30日

流動資産

・現金及び預金

・受取手形及び売掛金

・受取手形、売掛金

及び契約資産

・リース投資資産

・商品及び製品

・その他

固定資産

・有形固定資産

・無形固定資産

・投資その他資産

流動負債

・支払手形及び買掛金

・リース債務

・未払法人税等

・その他

固定負債

負債合計

株主資本

・自己株式

純 資 産 の 部

（単位：百万円）

連結貸借対照表（2022年6月30日現在）

46,997

32,058

6,653

－

801
4,638

2,846

55,513

36,483

－

7,049

846

5,651

5,482

19,637

9,504

2,280

7,852

19,905

9,579

1,852

8,473

75,41866,635

7,934

4,250

479

661

2,542

4,935 3,623

12,870 14,081

△102 1,984

53,765

75,418

61,337

66,635負債・純資産合計資産合計

純資産合計

その他の包括利益累計額

10,457

3,951

446

1,842

4,217

53,798

△4,705

59,270

△4,704

Ｂ/Ｓ重視、堅実経営

●自己資本比率：81.2% ●無借金経営 ●自己株式：9,229,915株

●配当：60円→75円（2023年6月期）15円増配
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新規事業「脱炭素システム事業」

売上 78百万円

＋受注残 100百万円

「脱炭素システム事業」とは…業務用エアコンの運転を自動制御することで、電力基本料金及び電
力使用量を削減する当社開発システム「Ai-Glies（アイグリーズ）」の製造販売を行う事業です。
https://www.dodwellbms.co.jp/product/demand/

売上高
78 

1,000 

'22/6 '23/6

①電気料金の高騰、電力需給の逼迫

②全業界・全業種が対象

③大手企業・チェーンが脱炭素手段を模索

④監視から制御へ

⑤見える化

（百万円）

初年度で約1億8千万の案件獲得。23/6期は10億円の売上を目指す。

予想

市場環境・市場ニーズの後押しを受け、急成長中！

https://www.dodwellbms.co.jp/product/demand/
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本資料は情報提供を目的としており、本資料の内容に関し如何なる保証もす
るものではありません。
記載されている情報は掲載した時点での情報であり、記載時点以降に変更さ
れる場合がありますことを予めご承知置き願います。

本資料に関するお問合せ先

管理本部 広報室
TEL 03-3249-6335

E-mail aiinfo@aiholdings.co.jp

ご留意事項


